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1． はじめに 

明治期から現在に至るまで，原紙を基材としたアス

ファルトルーフィングは保護防水層を中心として使用

されている．しかし，アスファルトルーフィングの原

紙は，故紙，麻や綿などの襤褸（ランル（ボロ布））の

短繊維を水中に分散させ，漉いて製造する湿式製法の

ため，引張性能などの機械的強度に劣る．また，水分

や湿気を吸収しやすく，寸法安定性や耐腐朽性に劣る

などの欠点があった．そのため，明治後期より麻布な

どの織布や金網をアスファルトルーフィングの基材と

して用いる ＊1 などの提案がなされてきた．戦後間も

なく，合成繊維産業の興隆とともに，合成繊維不織布

を基材として用いたストレッチルーフィング（本名称

は 1976 年に制定された JIS A 6022 による名称であるが，

以下本報では製品一般名称としてこれを用いるものと

する）が世界に先駆けて開発された．現在、合成繊維

不織布を基材として用いた製品はアスファルト防水層

や改質アスファルトルーフィングシートにも幅広く用

いられている．わが国で開発されたストレッチルーフ

ィングは，アスファルト防水層の性能向上の過程を知

る上で意義深い．本報では，合成繊維不織布を基材と

して用いたルーフィング類の開発の背景とその特性に

ついて防水アーカイブズ調査研究 WG の調査で得られ

た資料を基に報告する． 
 

2． 合成繊維不織布及びストレッチルーフィング開発

の背景（アスファルトルーフィング類に関する資

料及びルーフィング類の基材の変遷については前

報表 1.及び表 2.を参照） 

（1） 合成繊維・レーヨン（人造絹糸）：1918 年(大正

7 年)ビスコース法による人造絹糸本格生産開始（現

帝人） 

（2） 合成繊維・ビニロン：1950 年（昭和 25 年）生

産開始（現クラレ、ユニチカ） 

（3） 1956年(昭和 31 年)：乾式不織布製造装置輸入 

（4） 1958 年(昭和 33 年)：ビニロン、ナイロンによる

湿式不織布の生産開始（廣瀬製紙、三木特殊紙） 

（5） 1957～58 年(昭和 32～33 年)頃：「破れないルー

フィング」の開発指示 ＊2 

（6） 1961 年（昭和 36 年）ストレッチルーフィング

の開発・上市 ＊2（以下原文より引用） 

「昭和 35 年から 36 年にかけて 2 つの異なった方式

による 2 種類の製品が相前後して完成した．（中略）

これらの原反は，強靭で耐久性に富む上に，繊維同

士が粗く絡みあっているだけなので，原紙用のスト

レートアスファルトと違って，質の良いブロンアス

ファルトを浸みこますことができる．そのためこれ

を（ルーフィングに）加工したとき，ただ破れにく

いだけでなく，防水工事用の材料として理想的な特

性を具えたルーフィングができるのである．」＊2 と

の記述があった． 

（7） 1968 年(昭和 43 年)：日本最初の超高層建築「霞

ヶ関ビルディング」の屋上防水層に前記（5）前者の

合成繊維不織布を基材としたルーフィングが採用 

（8） 1969 年（昭和 44 年）：営繕協会標準仕様に特殊

ルーフィングとして採用 

（9） 1972 年頃（昭和 47 年頃）：スパンボンド法合成

繊維不織布の国産化（現ユニチカ）；ストレッチルー

フィングの基材としての検討が開始される 

（10）1972 年（昭和 47 年）：日本建築学会標準仕様

書・同解説 JASS 8 防水工事改定；（合成繊維）不織

布の特殊ルーフィングが全ての防水種別に採用 ＊2 

（11）1977 年（昭和 52 年）：JIS A 6022（ストレッチ

ルーフィング）制定；品種は中張り用ルーフィング

の 1種類のみ規定 

（12）1984 年（昭和 59 年）：JIS A 6022（ストレッチ

ルーフィング）第 1 回改定；ストレッチルーフィン

グ１類及び 2 類，並びに砂付ストレッチの 3 種類を

規定 

（13）2015 年（平成 27 年）：JIS A 6022（ストレッチ

ルーフィング）形式改定で現在に至る 

 

3． JIS A 6022 ストレッチルーフィングの品質と経緯 

（1）1977 年（昭和 52 年）制定時，「より高級なルー

フィングを求めるユーザー側の要望と製造業者側の技

術的対応の確立により制定に至った」＊3 経緯があり，

品種は１種類が規定されていた．当時の品質規程を表
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1.に示した． 

表 1. JIS A 6022-1977ストレッチルーフィングの品質規程 

種類 規定 

製品の単位重量 （g/m2） 1 500以上 

原反の単位重量 （g/m2） 120以上 

アスファルトの単位重量 （g/m2） 850以上 

鉱物質粒子の単位面積質量 g/m2 － 

引
張
り 

引 張 強 さ 

幅 10mm当り 

（kgf）｛N｝ 

長手方向 12｛118｝ 以上 

幅 方 向 8｛78｝ 以上 

最大荷重時の
伸び率 （%） 

長手方向 6以上 

幅 方 向 9以上 

3%引張応力 

幅 10mm当り 

（kgf）｛N｝ 

長手方向 6｛59｝ 以上 

幅 方 向 4｛39｝ 以上 

抗張積 

幅 10mm当り

（kgf-cm）｛N-

cm｝ 

長手方向 10｛98｝ 以上 

幅 方 向 10｛98｝ 以上 

アスファルトの浸透状況 
アスファルトの不浸透部分の

ないこと 

寸法安定性 

伸縮量（mm） 5以下 

変    形 
しわ，反り，はくりなどの異
状な変形を生じない 

 

（2）1977年（昭和 52 年）制定の検討に際して、当時

の原案策定員会では当時流通していた種々のストレッ

チルーフィング市販品を集めて試験した他，種々検討

がなされたとの記録がある． 

また，小池は積層防水であるアスファルト防水にお

けるルーフィングの役割や補強効果についての研究成

果を JIS策定原案に反映した．＊4特に、「通常，この種

の製品に規定される引張強さおよび最大荷重時の伸び

率（％）に加え，（中略）剛性の高さを必要とする，と

いう考え方から，3％引張応力を規定し，さらに，引張

強さおよび最大荷重時の伸び率の両者とも既定の最小

値であるような製品を除外するため，抗張積（引張強

さと伸び量の積）を定めた．これは下地のひび割れに

対する性能は抗張積で表現できるという前記 2項（原

文のまま）の検討に基づいたものである．」＊4 ここで，

前記 2項の記述の中に，「3層防水の場合，劣化しにく

いという観点から，中間層のルーフィングを重視して，

この位置に優れた性能のルーフィングを用いることが

多いが，その剛性が高いほど最上層のルーフィングの

歪度が小さくなる．少なくとも，剛性の小さなものを

下層や中間層に用いると，最上層に用いるルーフィン

グの負担軽減には役立たないことになる．」＊4とアス

ファルト防水におけるルーフィングの剛性（3％モジュ

ラス）と配置位置の重要性を記述しており、更にむす

びでは「防水層として完成されたものの性能判定方法

が確立されなければならないが，（中略）今後の防水材

料・工法の多様化傾向を推測するとき，困難ではあっ

ても，同じ設計条件に対して，どのような材料工法で

も，同一の方法で比較検討が可能なような評価システ

ムを求めて，大きな努力をする必要があるように思わ

れる．」＊4との記述があった． 

 

（3）1984 年（昭和 59 年）に，「（従来のストレッチル

ーフィングの性能に準拠した）砂付ストレッチルーフ

ィングのみならず，近年 JIS 規格を上回る製品の需要

が増加している傾向を考慮し，普通のストレッチルー

フィングを 2 種類に分け高級品を 1 類，在来品を 2 類

とする，合計 2 品種，3 種類の性能を定める」＊3 改定

がなされた．この改定では「ルーフィングの長手及び

幅両方向のそれぞれに対して特定の力学的性能を要求

することは不合理であるため，長手及び幅いずれの方

向においても満足しなければならない最低値が定めら

れた．」＊3 他，新たに折り曲げ性能，加熱処理後の折

り曲げ性能及び寸法安定性試験後の引張性能が規定さ

れた．  

 

4． 考察・おわりに 

防水層の破断の大きな要因は下地亀裂によるもので

あるが， 1970 年代から補強材であるルーフィング類

の剛性（3％引張応力）が高い程下地亀裂追従性に優れ，

積層防水であるアスファルト防水では下地亀裂部分の

防水層に力を集中させないためルーフィングの配置も

重要との知見が得られてきていた． 

また、防水層の評価システムとして，JASS 8 で「メ

ンブレン防水層の性能評価試験方法」と「同耐久性能

試験方法」が規定された．それらによる確認試験も行

われており，特にアスファルト防水層の下地亀裂追従

性について詳細に報告されている．＊5 

防水アーカイブズ資料収集・整理ＷＧでは，時代と

共に散逸しつつある資料を後世に残すことは重要と考

え，今後もこの活動を継続するつもりである． 
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